
熱帯から亜熱帯の海洋上で発生する低気圧を「熱帯低気圧」と呼び、北西太平洋または南シナ海に存在する「熱帯低気圧」のうち、最
大風速が毎秒約17ｍ以上に発達したものを「台風」と呼びます。台風は1年間に平均約25個発生し、そのうち約12個が日本に接近、
約3個が日本に上陸します。地球温暖化が進むと、日本に接近する台風が大型化し、勢力も強くなると予測されています。

熱帯から亜熱帯の海上で発生した上昇気
流によって積乱雲が形成され、多数まと
まって渦を作る。渦の中心付近の気圧が
下がって発達すると熱帯低気圧に。

マイ・タイムラインを作りましょう
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